
開催日時 2017年10月16日（月）18：30～
開催場所 広島大学病院 臨床管理3階 大会議室

〒734-8551 広島市南区霞一丁目2番3号

広島大学病院
がん医療従事者研修会

広島大学病院では，がん診療の質の向上及び専門的な知識の普及を目的とし，
がん医療に携わる医師・薬剤師・看護師等を対象とした研修を以下のとおり開催いたします。

「ここまで進んだリンパ浮腫治療：
超微小外科手技の応用」

（座長） 広島大学病院 がん化学療法科 教授 杉山 一彦 先生

参加申込は、広島大学病院医療支援グループへお知らせください。
✉ : byo-renkei @ office.hiroshima-u.ac.jp   Fax: 082-257-1720   Tel: 082-257-1749

0.3mmの血管や神経線維をつなぐ技術は過去30年間飛躍的に発達し、外科系の全ての領域に応用され続け
ています。この技術を用いたリンパ管静脈吻合術(LVA)も30年前に始まりリンパ管の生理病態免疫との関連など
が解明されるにつれ局所麻酔下のLVAによりリンパ浮腫を予防することも可能になりました。また、重症リンパ浮
腫、象皮病、血管肉腫、巨大リンパ管奇形、免疫不全疾患など救命的なリンパ浮腫の実態も解明され自家リン
パ管移植術によって救命されつつあります。

広島大学病院 国際リンパ浮腫治療センター 特任教授

光嶋 勲 先生

講師紹介
1976年 鳥取大学卒業
1976年 東京女子医大外科医療練士（一般外科学）
1977年 東京大学研修医（形成外科学）
1983年 筑波大学臨床医学系講師
1990年 川崎医大助教授
1996年-97年 ハ−バ−ド大学留学
2000年 岡山大学形成外科教授
2004年 東京大学形成外科教授
2009年-10年 シンガポール大 シニア・コンサルタント（教授）
2010年-13年 東大病院副院長
2012年- バルセロナ大客員教授
2017年- 現職
2017年- 世界再建微小外科学会理事長

海外学会（講習会）招聘手術（生中継） 1997～2016年 22カ国32施設
海外ドクター研修者 受け入れ数 2004年以後約300名
海外招待講演数 350程度

講演

（主催）
広島大学病院（都道府県がん診療連携拠点病院）中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム/広島大学がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン


